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福岡県糸島 半島沖の底質

滴 塩 栂 美

Bottom Sediments off the Itoshima Peninsula, 

Fukuoka Prefecture. 

By 

Hiromi lVI1TsusHro 

Abstract 

Forty-nine samples from the shallow sea (Fig. 1) off the Itoshima Peninsula, about 

15 km northwest of the City of Fukuoka, have been examined. The results of the 

mechanical analysis of them show that the bottom is occupied mainly by coarse-- to 

medium-grained sands, without muddy sediments. The sandy sediments are well sorted 

and relatively rounded. Small exposures of rocky basement are found in some places. 

I. は じ め こ．． 

玄界灘は公海『生3性質を有しており，外海性大陸棚上⑭堆積物の研究に適している。福岡県津屋

崎沖の渾底址質および底棲勁物は堆租•生悲研究会のメンハーにより研究されているが，筆者は底

質の粒度分布の部門を受持ち，その成果の一部を地質学会の西日本支部例会において発表した。そ

して，このたび福岡県福岡水茫試験場の斎藤彰男詞査課長および野巾進技師から玄界灘の底質と多

くの貴璽な資料をいたたいた。そこでこれらについて堆柏学の立場から検討してみた。

糸島半島は，その東方のネ冒岡湾および西方の唐津湾との間を隔して，北西方に延長しているか，

平島といいうるほどには突出していない。糸島半島の泡岸線付近は，東方より，西油岬・三瀬岬・

好りI焼•仏崎・野辺崎などの岬と，袖三者の岬の間に小規模に発達する砂と磯からなっている。と
くにこの報告では，三掏岬沖の第 1き恩且示した範囲の約 40m以浅の底質について述べる。調査海

域付近は漁業従事者たちによって「京地」と呼ばれているが，その範囲は不明瞭である。ここでは

祠査範囲内を京地と呼ぶことにする。

「京坦」は魚類の Ammodytidae,Ammodytes personatus GIRARD イカナゴの好漁場として

知ら九ており， 3~4月の盛漁期にはわずか 1マイル四方の狭い海城に 40~50隻もの魚船が集まっ

て操業するといわれている（福岡水産試験場， 1961)。 堆積学的に興味あることは， Ammodytes

personatusの幼魚は洵底下の砂中にもぐる習性を持っている。 その点において，津屋綺沖の調査

3際に数匹採集された顕索類の Brachiostomajaponicum WILLEY ナメクジウオに似ている。

したがって，これらは底質・海底地形・海況などの自然環境要因に支配されるので，底質分布など

の諸条件が解明されれば水産業に若干の貞献がで苔ると思われる。まだ，ここに記述した観察結果

と今後さらに泡況・潮汐なとや地史学的の背景なととの関係を明らかにし，堆積学的に発展させて
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第 1図位置図

II. 調 査 海

しヽ きたし‘o
この報告をなすにあたり呉重な資料

を御提供下さいました福岡水産試験場

の斎藤彩男課長・野巾進技師に衷心よ

り感謝します。また終始御助言・御鞭

達を賜わっていろ松本達郎教授・首藤

次男助教授・勘米良亀齢助教授，発表

の機会を与えて下さいました当地質学

教室の諸先生方に厚く惑謝します。城

戸みさ子嬢には挿図を活書していただ

いた。ここに両ねて謝意を表します。

域

A. 後背地の地質・地形概説

調査i籠域（京地）の後背地の地質および地形について簡単に述べる。松本達郎ら (1963)および

網岡県地質図輻 (1953)によれば，糸島半島周辺には，古い時代から順に，三部変成岩類・花嵩閃

緑岩類・新第三紀玄武岩•第四紀屈が分布している。古生屑の三郡変成岩類は糸島半島を東西に横

切り，今津付近を遥って福岡湾内の能古烏の方に続いている。糸島半此の変成岩類は主として角閃

変岩か蛇紋岩からなり，その南北縁はとも［こ花謁閃緑岩類の貫入を受け，）レーフペンダント状になっ

ている。花岡閃緑岩類は北九州にぱ数種類あり，松本達郎 (1951)の研究以来着々とそれらの研究

が進められて， 10種類に区分されていた。そのうち，最も白いものは糸島花岡閃緑岩であるが，野

北付近より東に分布する三郡父成岩類と接する花岡閃緑岩は，糸島花悦閃縁岩プロパーとは岩質が

異なっているとされていた。その後，店木田芳文ら (1962)はこれを北崎花尚閃緑店と命名して，

糸島花両閃緑岩と区別しに。したがって，第 2図に示される陸城には北崎花洲閃緑宕が分布してい

ることになろ。

福岡炭田を形成する古第三紀囮は，能古品・今津間を通る北四～南東性の断閾以東に隔されてお

り，野北付近には分布していない。ま記，唐律炭田の古第三紀層も唐津付近の畑島断屈以西に隔言

れていて，糸島半島には分布していない（松下久遭， 1949,1951など）。

新第三紀の玄武店の分布は，半島西方の芥屋の大門や可也山，および半島東方の今山・昆沙門岳

に小規模にみられる（松本逹郎ら， 1963,石橋澄， 1964)。

若い第四系は，主として糸島半島と脊板山塊との間に分布している。喉井久維ら (1963)によ九

ば，この付近には，主として花尚岩の基盤上に，高・中・低位の 3段の段丘がある。高位段丘は侵

蝕平坦面，中位段丘は段丘礫贋と赤色風化J.:からなり，低位段匠は扇状地面をつくり砂礫屑・シ）レ

卜眉などからなり末端郭は沖積而下に没している。野北付近には洪積層はなく，沖積層がわずかに

分布している。

地形については；糸島南方に 800~1000m+の存振山塊（浦田英夫， 1962)があり，糸島半島の

頸部は沖積平地である。 この付近の平珀は山崎光夫 (1955)によって糸島水適と呼ばれた所であ

り，沖積早期の頃は唐津湾と袖岡湾はこの水道を通って連続しており，糸島は南北にわかれ半島部

は島となっていたといわれている。
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半島部は大局的にみれば， 250m前後の丘が続いている。野北付近では彦山 (232m)の麓が急

激に洞岸線に追り，末端では洵蝕崖をつくっている所もある。この付近の悔岸はいわゆる岩石悔岸

が多く， SHEPARDの分類によれば， Seacliffs made irregular by wave erosionになる。浜は

陸域の野北の北東方にこ｀く小規模にみられる。

B. 海底地形

比較的狭い当洞域の泥底地形の記述にさ苔だち，付近一般の面底珀形についての既知事項の概要
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を記す。

日本近海の大陸棚上に発達する海底平坦面にいちはやく注目したのは，矢部長克•田山利三郎

(1934)である。彼らは海底平坦面を数段に区分していたが，吉J11虎雄 (1953)は，水深 40m以浅

・ 70~ 100 m • 100~ 160 m の3つの海底平坦而に区分しに。茂木昭夫 (1962)は，洵岸から水深 10m

付近・ 30~50m•飩棚外縁の 100m 前後の 3 段とした。屈野通平 (1957, 1963)は， 20m以浅・

40~50 m ・ 130 m の3段とした。玄界灘では 50m前後の平坦而が存在し（星野， 1958)， その西

方の対馬海峡酉水遁では最大水深 200mほどの面釜とそのまわりに 140mほどの平坦直がみられ

る（星野， 1957)。対馬列島と壱餃島間の対馬東水道には辰深約 120mの禅釜がみられ，’と岐島南

方の壱岐水道では最深約 60mである。いっぼう，玄界瀧東方の愕羅では 50m前後と 20m前後

に平坦面がみられるようである。涵澳東部では，六連島付近に 31mの涜釜状地形をした所があり，

こ九と下関泡峡底の 25~40mの岩石の露出している所， および轡灘・玄洵涎の 50m平坦面はほ

ぼ一迎のものとみられ， Wurm末期に形成されたものとみることができる（星野， 1958)。また，

北九州市門司区小蒜汀沖の関門洵峡底から， 久越貞孝 (1941)'.ま貝化石層中より 35茄の貝化石を

報告し，その時代を古期沖桔世とした。しかし，高稿英太郎 (1953)はこの層を J3(du2) とした。

まfこ，佐伯謙吉 (1930)は関門洵峡底に樹木の遣跡を禿見し，大塚弥之助 (1931)はこれを沖積初

期の海進によって沈水したものとした。山崎光夫 (1956) も下貰市彦島周辺の詢抜翡反 10数 mの

所に海蝕の跡を認めているが，これも海進の結果できたものであろう。また，博多湾＊でも， 中山

平次郎 (1925)の研究を引用して，大塚 (1933)は，博多湾は沖稼世初期に沈水したと述べている。

鈴木清太郎ら (1935)は，福岡湾の能古島・志倒島は隆起しつつあると述べている。しかし， これ

は泊田 (1962) も示唆しているように eustaticmovementと解すべ善であろう。

当調査海域（京地）では， この北方は玄界灘海底の 50m平坦面が始まるところである。泊岸線

付近は，岬の部分では急傾斜で 20mくらいまで深くなり，それ以深では，大局的にみれば約 30m

の台地状の海底地形を形成している。この形状は潜在仰（沈水Ii訊）のようである。また，立甜域で

は暗礁などの岩盤露出が多いことが特徴である。すなわち，東方より小長閻礁・中ノ測•その南方

の水面下 18mの高まり，灯台瀬・コニガミ瀬が存在する。これらの暗礁が狭い洵域にあ？て，京

地付近は複穀な而底地形を呈しているが，大観すれば，第 2図に示したように東方の 30m以浅の

所と，その四方の深い部分とにわけられるだろう。このような拙形は，後述するように，満潮流と

干潮流の状想に差異をもたらし，底質分布に影苦をあたえるものと忌わ九る。

C. 水塊の性質

玄界灘における面流の概況について説明する。前述の対馬東水道を通って対馬暖流（黒渕）の主

流がほぼ北東方に向かって流れている。壱岐水道は対馬暖流の分流が北東方に加れ， 水深 50m線

付近において，沿岸水と接して朔目を形成している。沿岸水は歴岡湾および唐汗薦から吐出されて

いる。したがって当海域付近には暖流主流・分流•福岡湾内湾水・店津湾内湾水の 4 水塊が存在す

る。前二者は高温高誡であり，後二者は度流に比較して低涅低鍼である。これらの 4水塊は季節変

化や気象状態の変化などによって変動する。夏朋は高温低鰤となり，冬期には低温高馘となる。

湖流は当海域ではかなり単純である。満潮流は沿岸にそって南西から北東方に約 0.6ノットで

流れ，干潮流はその逆方向に約 0.4ノットで流れており，全般的に干潮流が満躙流にくらべてその

述度が小さい。満潮流は卿や島などの突出部のある所で弱い罰流を形成している。このような環流

のできる所や流速の小さい所では粒度の細かいものが堆積して底質を形成していることがある。し

＊ 完確には福岡湾というべきである。福岡湾の中に東南怒のI専多港と南西部の今津湾がある。
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かし，当域の環流のある所では後述のように中粒砂が堆積している。いっぱう，干罰流は流述が小

さく，そして，涵洲流のような環流は形成していない。また， これら潮流3深度による方向・遠度

0変化はほとんどなく，底屑反流や切昇流もみらオしない。

III. 底 質

A. 方 法

47｛固の試料は東径 130°09'.北緯 33°39'付近を 1-j=t心として第 2図のように円形に採集さ応tfこ。

すなわち，中心点から 16方位に 0.5• 1 ・ 2マイルおきに採集さ九た。採泥指は S・K式が使用さ

れに。同時に魚探により面は地形が精密に調査された。試料は乾燥後椋準師によって粒度分析されt

に。笠者はこの結呆を加算し，確率祇上に粕鍔曲線をえかいて， INMAN(1952) の方江］による中央

粒径値 Mdゆ・平均伯 M¢・ 分級値（洵汰度） ⑲・歪度 aりを鍔出しに（第 1表）＊。底質の名称は

Mdりの値により， WENTWORTHの gradescaleおよび SHEPARD0 nomenclatμreに従った。

これらによれば，当城の堆粕物は礫質砂・粗粒砂・中粒砂である。

B. 底 質 分 布

店盤は当拇域においては， 1］『述しにように，小長間礁・長間礁・巾之瀬・コニガミなどの礁に分

布している。 その他には野北北方の矢戸鼻付近に分布する（第 3図）。 こ九らの岩盤露出は奈須冗

幸；（1961) の指摘する古い侵蝕面かどうかはっ恙りしない。

礫質砂は野北西方の St.28 ・ 31付近および

北東刀の St.9付近に分布している。これら

は Md¢ は一1.0~0¢ で極粗粋砂の範囲に

はいるが，合礫量は 25~50%の範囲になる

ので礫質砂とした。

粗粋砂は当域に広く分布している。これ：ょ

20~30mの水深のところで当域では浅い方

に存在する。 M蒻は一0.7~0.9¢ で極詞拉

砂である。 びりは 1.0以下で洵汰は良好であ

る。勾はお祁むねー0.3~ 0.4であり，

⑲ >0のものは主として当域の北西方に分

布する。合礫塁は多いもので 10数％である。

合氾量はほとんとない。当域の粗粒砂は富岡

付近の底質（漑塩， 1964b)では III型とした

ものに相当する。また，これは INMANand 

CHAMBERLAIN (1955) の定義した V聾の

Shell sand and reef detritusに相当すろ。

INMAN らの区分した堆禎割を多少修正して

本邦でも使用できることを鎌田泰彦が示した

(1959,1962,1963)。 これによれば，当域の祖

粒砂は鋳田の V型および Ila塵に相当する。
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第 3図 底 質 分 (1j 図

黒は岩盤， 丸印は礫頁砂， 杞い点は＇訂粒砂，

糾点は中粒妙

＊ Md炉 責o M¢=（1）16＋知）／2 匹＝（q函ー¢16)/2 aゆ＝（M¢-Md¢)/⑲によって冥尉した。
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中粒砂は当域の西方に分布している。 Md¢ は 0.38~1.89<p, d<pは St.3 • 36を除いたほかは約

0.5でもっともよく洵汰されている。 aりはおおむね正に偏する。合礫量も前述の 2点以外は数％

以下で， しかも含泥呈はいずれも 0.3%以下ではとんどすべて砂質よりなっている。 宮岡付近の

底質でも中粒砂がもっとも淘汰がよく，これを II型としていたが，当域の中粒砂もこの II型に相

Data of Particle Size Distribution of Sediments on the 
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当する。鎌田の堆積型区分では II型に相当するだろう。また，北海道有珠湾は coveであるが，こ

九は噴火湾に同かって開口しており，底質は巾粒砂であるが有珠湾付近ではもっともよく淘汰され

ている（大島和雄， 1963)。このように中粒砂でも淘汰がよいことがある。

当域北方の底質でみると，砂粒はかなりよく円磨されている。構成物は無色鉱物が善わめて多く．

有色鉱物ぱ少ない。無色鉱物は石英が多い。

福岡湾（宮地伝三郎ら， 1942)や唐津湾の南西奥の松浦川口付近には泥質燈杷物が分布している

膚塩， 1964a)。しかし，当域には細粒砂も泥質堆積物も存在しない。これは当域は外洵に面して

おり，内湾的要素がなく，潮流の強いために細粒物は流されてしまうためであろう。

なお，佐藤任弘 (1961)は浅海堆積物の粒度型を Sand-typediagram methodによって分類し

ているが，この分類によれば，当域の底質は VIIとIII2に相当する。 しかし， 砕奥湾西部におけ

るように VII→ III2のような細粒化の系列はみられない。
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第 4図水深 と の 関 係

当域の底質分布と水深の関係をみれば，北蒲原沖（佐藤， 1960)の底質のような規則的な変化は

みられないが，大善くみて，浅くなると粗粒になる傾向がある。 a¢ ・吟は水深との相関はみられ

ないようである。含礫量は 20~30mのところに多いが，水深との相関関係はない（第4図）。

つぎに含礫量によって Md¢• 四<jJ. a¢ がどのように変わるかを検討した（第 5図）っ含礫量と水

深との関係は前述のように礫のあるものは 20~30mに多いが，礫が多くなると Md</Jは小さく，

粗粒になり， 2¢ 付近で礫がなくなる。 a¢ は礫の多少には関係がないようである。淘汰度⑲は

大吾な傾向としては礫の少ないものほど小さくなり，洵汰がよくなるようである。しかし，資料が

少ないのではっきり断定しがたい。

c. 堆積物の色彩

堆精物の色彩は堆稽環埃を示す 1つの指標となりうる可能性かあるが，色彩の記載には色彩表を
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係

使う必要がある。たとえば，農林省ではマンセルの土色帳や日本色彩社の椋準土色帳を使用して土

襄の色彩を定めている。

当域の色彩は日本色彩研究所の「色の標準」を使用して調べられている。これによれば，当域の底

質はおおむね茶色系統のものである。水深の浅い方は， grayishyellow brownおよび yellowish

brownである。深い方の底質の色は， darkyellowish brownおよび darkolive grayである。

これは当域ではいわゆる追元性の状態でなく，海水の停滞や成凰がないことを示しており，淵流の

強いことと一致するものといえるだろう。

IV. 生 物 分 布

福岡湾では宮地ら (1942)の定置的な底棲生物の研究があり， Brachidontes群集． Terebellides-

Maldane群集・好砂底群集にわけられることを示した。波部忠重 (1956)はこれによって，福岡

湾を日本海粕海内湾遺骸型の模式的内嵩とし1こ。

しかし，当域（京地）での底棲生物の報告はない。当域のやや北方の試料から｝ま，有孔虫類・貝

類・単体サンゴ類・コケムシ類・フジッボ・多毛類などがみられる。貝殻はつ苔のようなも 3 で

ある。

Fusinus ferrugineus KURODA 

Turritella (Kurosioia) fascialis MENKE 

Proclava kochi (PHILIPPI) 

Crassatellites nanus (ADAMS et REEVE) 

Plicatula simplex (Gouw) 

Solidicorbula erythrodon 

Vere切 olpaminuta (YOKOYAMA) 

サンゴは Cylindrophyllia加 in切iaY ABE and Ecucm,その他二種類ある。

貝殻・コケムシ・多毛類の殻などの保存状態ぱきわめてよくない。

野北の西方のものでは， Turritella (Kurosioia) f ascialis • Proclava kochi • EpisiPhon 
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満 塩博芙 71 

makiyamai • Graptacme buccinulum • Crassatellites nanus • Decatopecten striatus ・ Plか

catula simplexがあり，その付近の赤類付近では， Cantharidusjaponicus • Neocollonia Pi-

Zula • Viriola tricincta • Laevicardium undatopictuin • Mactra sulcataria ・ Plicatula sim-

Plexなとの貝殻， Xantho(Leptodius) sp.のカニ， Schizasterlacunosus ・ Fiburalia acutaなど

3棘皮類， Brachiostomajaponicum の頭索贅汀， Aminodytes personatus • Heteromycteris 

japonicus ・ Trichonotus sp.などの焦類が報告されていろ。 Fiburaliaacuta YosHIKAWAマメ

ウニは波部 (1952) によれば湾口に多い。宮地ら (1942) は Fiburaliaacutaゃ Brachiostoma

japonicumナメクジウオは好砂lぷ群集であろとしている。

当域の西方の玄界島付近では， Siphonaliacassidariaeformis ・ Callista chinensis • Chlamys 

nipponensis • Decatopecten striatus • Mactra sulcataria ・ Pecten (Notovola) puncticulatus 

• Plicatula simple、x• Spondylus anacanthusなどが報告されている。

これらは定量的に研究されていないのて，何ともいえないか，ただ，生貝か少なくはとんと死殻

であることは鈍味がある。また，貝殻破片などは古いものが多くて，かつ，細かく砕かれている。

こ:)ことは潮流や波浪のり狙いことに原因するものであろう。

V. む す び

当調査洒域は玄悔灘の一部であり，洵流が強く，かつ，冬期の季節風が強く波浪も弛い。そのた

め当域では礫質砂・粗拉砂・巾粒砂の粗い推積物が仔在する。泥質物が堆柏していないのは潮流な

とが強いにめであろう。底質は掏汰がよいものが多い。水深が深くなると細粒になろような傾向は

あるが，洵汰がとくに良好になるということはない。しかし，各底質の含礫量が増加すれば粗粒に

なり，洵汰は恙くなるような傾向があろ。

暗黄茶色をしに中粒砂は当城の深い方を占めており，黄茶・灰黄茶色の粗粒砂は浅い方に分布し

ている。この土うな茶色系統の色彩はいわゆる還元性の環境を示さず，悔水の停滞炉なく底胴まで

十分に掠散されていることを示すだろう。

生物分布については定量的な研究かないが，貝殻などは古く，かつ，細かく砕かれている。この

ことは割流・波浪の強いことと一致するものといえるだろう。
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